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第 2 図 こ とか らよ くそ ろつ た。

む　　す　　び

　以上 は 個 体生態 と し て 検討 を試 み た もの

で 栽培 と関連 せ しめ る た め に は群生 態 の 検

討が 必要で あ る こ とは 論 を待 た な い が，さ

きの 成績 考 察の 結果か ら予想 出 来 る こ と

は，深水の 21  常時湛水の 処 で も水温 地

温 が 水稲に 適当で あれ ば ，減収す る要因 と

して茎数の 減少が あ る が ，これ は植付株間

の 縮少，一
株植付本数 の 増加 を もつ て 補鑽

す れ ば，或 る 程度 ま で 防止 出来 る の で は な

い か と考えられ る 。 しがし遠賀川流域 の 汚

濁 水 とい う灌漑用水 の質と特殊な 土壌条件

を 考 え な い で は ，深 水 に ょ る被害の 減収防

止 を考 え るの は 早計 で あ ろ うと思 う。

土壤酸性中和剤と して め石灰岩粗粒子が水稲の 生育 ．

　　　　　　収量構成要素に 及ぼ す影響 （第 3報）

長 尾 友 春 。 園 田 　 満

　　 （福 岡 県立 農業試 験 場　鉱 害試 験 地 ）

　近年化学肥料の 増施 に 伴 う土壌 の 酸性化が 減収の
一

因

を なす とい う観点か らは ，無 硫 酸根肥料がすす め られ ，

灌漑水の 汚物混入に よ る対策 と して は ．水質汚濁防止 法

が公布され て ， 夫 々 水域指定 の 具体的 段階に 至 つ て い

る6

　福岡県の 遠賀川流域 は ，石炭採掘 に 伴 うボ タ山が各所

に うず高 く形成 され た もの が存在 し，坑内排水 は汚濁源

と して 遠賀川支流 の 各水系に 放流きれて い る。 こ れらの

処 を経て くる灌漑用水は ，農耕土巖に 悪影響 を 及 ぼ す こ

とが 考 え られ る。筑豊地帯 の 耕土 は ，土 壤調査成績か ら

み て も酸性化 が 目立 つ て い る。

　 こ の よ うな土展条件 を改善 して 生 産 の 回復 を 計 る に

は ，石灰質資材 の 施用 が 常識 とな つ て い る。筑豊 に 存 在

す る強酸性 の 土壌 に 酸性中和 を主 目的 と し丁
一時 に 必要

量多用 す る と，土壌の 反 応 上 で 好 まし くない 。さ らに最

近問題 に なつ て い る櫃物必須の 微量成分 の溶 脱 な ど と関
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連す るた め か，水 稲 の 生 育障害が認 め られ る。これ は石

灰 の 質的 な もの と共 に 時 闇 と量 との 不備が そ の 原因 で あ

る と考 え られ る。これ ま で の 速効性 ・強 ア ル カ リ性石灰

の 多用 をさ けて ， 緩効性の 石灰岩粗粒子 を もつ て 代 え る

こ と が，第一報 ・第二 報 で 畑 作 物 で は 適当で あ る こ と を

報告 した 。 こ こ で は 従前海底 で あ り，多 くの 硫酸塩 の 含

有され る貝殻 な ど も含む強 酸 性の 土 壤 で 造 田 さ れ 約 3eo

ha 水穏が枯死して 冏題 となつ た 処の もの を 供試土壤 と

して 水稲 に 対する効果を 1957年〜1960年 に わた つ て 検討

した の で ，そ の 成績 の一
部を報告す る。尚この 試験 に 御

協力 い た だ い た 福永良
一、松井幹夫氏 に感 謝す る 。

試　験　の　 概　要

　 1 ．供試土壤： 福問県鞍手郡鞍手町新溝地 区 サ ン ドポ

ン プ噴上造田予定土。

　PH は 3．0〜3．5程渡 （KCI ） で平均3．36
。

・ ・認 曜 模・ 論ゴ
ワ グ 勅 鉢 ・瀏 一 鉢

1L2   乾土 を使用 。

　 3 ．供試石灰岩： 本県 田 川郡 方城町上弁城産，石灰含

量 3．96％ （CaO ）もの を粗砕 し，・径 1c皿〜3  ，3  〜 5c皿

の 粒径 に フ ル イ 選 し，標準タ ン カ ル は 同原石 に よ る 100x

ツ シ ュ 以下の もの を使用 した。

　 斗．石灰岩 の 供試処理 区 の設定 ： 石灰 の 供試量は，土

壌の 全 酸度 を 測定 し， 標準区 は 中 和量 石灰 の 1．3倍量の

タ ン カ ル を施鳳 　石灰岩粗粒子 区は ， 粒子別 1・L3am
，

3〜5  の 2 つ と し，タ ン カ ル 量 の 2倍，4 倍，6 倍，10

倍 量 と し て，夫 々 供試土 に 攪拌施用 し た。

　 5．供試水稲 ： ナ カ セ ン ゴ ク。

　 6 ．施肥要領 ： 1鉢 当 り硫 安，過石，塩化で 成分各 1

9 を基 肥 に 使用。

　 7・栽植要領 ： 各年次共通，7月 1 日， 1鉢 3株， 1

株 1本植。

　8 ．酸度検定： 供試土壤の 酸度は水稲収穫落水後 に サ

ン プ ル を とつ て 測 定。

試　験　の　 成　績

t． 石灰岩粗粒子の 粒径と施 用 量 と土 壌の PH との 関

　　係 （第 1 図）

2，　石灰岩粗粒子の粒径と施用量が水稲体L）及 ほす 影

　　響 （1表．第 2 図）

考 察

　1 ．石灰岩粗粒子 の 粒径 と施 用 量 と土 壤の PH と の 関

係を年次的に 考察を なす と，試験開 始初年度 の 1957 年 に

は ，
』
標準 タ ン カ ル 区 は 確実 に PH が 水稲生育に 適す る よ

うに 矯正 され て い るが，そ の 他の もの は 土 壌 分析の 結果

第 1 図　土gePEの年次別差異

第 2 図 成 熟 期 調 査 成 績

3

で は 矯正 され て い なか つ た 。
19S8 年第 2 年目は 水稲作の

後，鉢 の 栓 を除い て 排水をなし，乾 田状態 と して 大麦 を

播種 した 後作で あ るが 可成生育 もよ くな り収穫後の 土

’

壤後 の 土壤 PH も石灰岩粗粒子 の 溶 解 に よつ て ，酸度が

矯正 きれ る傾向が み られ る 。 粗粒子 と して は 小 さい 方が

優 り，量 と して も多い 方が 優 つ て い るが，こ れ は 土壌 と

接触す る粗粒子の 表面積 に 溶解度 が比 例 す る こ とが うか

が え る。1959 年 の 第 3 年目に 至 る と，石灰 岩粗粒子で は

第 2年 目の 傾向が更に 明瞭に 認 め られ，標準 タ ン カ ル 区

の 酸度 が稍 々 低下す る傾向が認 め られ た 。
1960 年 の 第 4

年 目は，石灰岩粗粒子3cm〜5cmの 10倍羅区 を除 けば ， ほ

とん どが 生 育 に支障ない 処まで 酸性が中和 され て い る こ
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調査項 目

π

賦
　 　 石 灰 炭 粗 粒 子 1 〜 3  

　
L−

　 　 　 　 　 −
2 倍 　 　4 倍 　 　6 倍 　　10倍

　 　 石 灰 炭 粗粒子 3 〜 5 （皿

−
−
　
t’ttf’

　　
　

　　　
　

コ

2 倍 　 4 倍 　 6 倍 　 10倍

無
処

理

標
．

準

最
高
分
ケ

ツ

期

［草 丈 儻
26，9  　　31，5

44，0　　　41．8

39，9　　　41．7

3斗，1　　　32 ，3

43．7　 　 斗4、斗

4斗．1　 　 4斗．6

27．7　　　35．0　　　32．7

41．5　　斗3．2 　　 斗2．9

斗2．1 　　4 且．8 　　41．5

36 ．2　　　40 ，1　　　　 −

42，2　　　47．1　　　44．0

4L6 　 　 41，9 　　 34．6

・ ・ 儻
1．8本　 2．8

7．2　 　 6，1

9．2　 　 il．4

s．6　 　 4．4

7．斗　 　 7．4

13．9　　　12．4

1．4 　 　 3．7

6．6　 　 6．1

11．3 　　　11r7

3，8 ．

6，19
．9

5．8　 　 9．2　 　 　 −

6．0 　 　 7．8 　 　 6．1

11．6 　　 重L9 　 　　3．3

幼

穏

形
成
期

kw｛
1− ｛

19581959196043．0  　43．5
54．5　　　54，4

60，0　　　　62，2

S3．2　 　 55．0 ．

56．3　　　 53，7

65．1　　　61，2

3L3 　　　4ζト．8　　　46．1

5斗，8　　　57．3　　　56．0

63 ．3　　　60．9　　　62．1

60．1　 　 60．6 　　 　 −

54．9 　 　 56．6 　　 55．7

60，9 　 　 6L2 　　 29．9

195819591960 6．0本 　 8、5

19，6 　　 20 ．D

23．6 　 　 22 ，1

18．斗　　　19．3

18．8 　 　 2蛋．4

20．2　 　 18．7

2．1　　　10．5　　　12．・7

19．8　　　20，1　　　19．5

21．8　　　　21，2　　　20．7

21，7　　　 24．0　　　　　−
．
18．8 　　21，6　　23．0

20、6　　　21．2 　　　 3．8

　　ノ

　

出

穂

期

／

・ 丈 儻

1・ 数 ｛

55．Ocm　 80．5

87．2　　　92，9

91．5　　　 93．2

89．1　　　 89，3

90，8 　　93．2

91．7　　 9L2

34 ．6　　　75．／　　　82．9

87．5 　　 90．9 　　 90．2

9斗，8 ．　　94．7　　　93，5

95，0　　　94，2　　　　　−

89，7　　　90，3　　　83．1

92 ．8　　　90．3　　　40 ．7

19581959

ユ960

6 ．0 本　　18．O

i7，3　　　13，0

19．D 　 　 17．3

19．6 　　 21．斗

13，5　　　13．4

15．6 　 　 工4．2

1．3　 　 11．8　 　 16．2

16，6　　　15．8　　　14．0

17．9　　 15．8 　　 17．0

23．5 　 　 18．6 　 　 　 −

13．8　　　1ヰ，4　　　19，2

16，6　　 16，0 　　　3、3

一 ｛
19S819591960　 ＿  　 26，6

28．8 　 29．9

32・929
ρ

30．0　　　29．9

28．6 　 　 27．9

27．6 　 　 28．5

　 一　　　　22．9　　　26．3

29．7　 　 28．4 　 　 31，2

3／．5　　　32．7　　　28．6

31，8　 　 30．7　 　 　 −

31．3　　　29 ．4 　　　28．2

28 ．8 　　　28 ．6　　　　　一

・ ・ 葉 幅 ｛
195819591960一  　　0．8

1．2　 　 1，2

1．2　 　 1，1

1．0　　 0．9

三．2　　 1．2

1，0．　　 LO1

．3Ll

0．91
．31

．0

1．01

．21

，1

1．Q 　 　 LO
』
　 ＿

1．21　 ／．2　 工2

1，1　　 ／．0　　　 一

・ … ｛
195819591960　一

  　 17，0

27．4 　 　 27．8

28，0 　　　29 ．2

18．8 　 　 17．3

28，8　　　28．7

28，6　　　29．9

　 一　　　　16，5　　　19，2

27 ．3 　　 26、6 　 　 28．1

29，4　　　29．0 　　　28．9

17．9　　　16．4 　　　　　−

26．8　．　 28，3　　　26．7

28．8 　　　 29 ．0　　　　　一

… ・ ｛
19S8

．

19591960

　 ＿　 　 65．6

8LO 　 　85．8

86．0 　　　88．5

79．4　 　 83．2

87斷0　　　　82．0

88．昌　　　91．2

　＿　　　　73 ．8 　　　75噛5
87．斗　　　86．7　　　83，7

87，1　　　87．斗　　　87 ，9

75．8　　　74．0　　　　　−

83，斗　　　　89 ．1　　　 89．7

88 ，0　　　　90．8 　　　　　一

・ … ｛．liii
一9 　 　

−

1，4　 　 霎1，7

1，9　 　 2．1

90晝

2

2．02

．2

7212

… ・ ｛
195819591960　一9 　 0、6

16．7　　　 18．3

25r7　　　21．5

7．2 　　 10．5

17．7 　　 19．8 　 　 20，2

19．．9 　　　18．9　　　2S ．5

1．8　 　 2．0

2．0　 　 2． 

4．斗　 　 5．2

21．0　　　　20 ．0

22．6 　 　22．0

．1．呂　 　 2，1　 　 1．5

2，1　 　 2．2　 　 　
−

11，2　 　 16，2　 　 　 −

18．7　　　 18、9　　　 17。0

23．2　　　21．0 　　　　　一

一 重 欟
　一9 　 16．3

23．8　　　23．0

27．5　 　 24．5

24．6 　 　 24．9

21．5　　　　24 ．3

21．6 　　 18．9

　一　 　 14．1　 　 14．7

23，1　　　 23r3　　　　23．0

25．5　　　24．3　　　　2S．7

3 当．4 　 　 30．6 　　 　 −

20．6 　 　 21 ．2 　　 25．6

．23．6　　　22．7　　　　　一

註　一
印は枯死 ま たぼ調 査不能。

lbs7 年度は 調査不能株多 く除い た 。
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とが認め られ る。

　 尚図の よ うに 3 連の 平均値 が，1957年 の 一
作後の PH

や石灰岩粒3〜5cmlO倍量区 の 2年目，4 年目の よ うな 値

は矯正 されて ない 施用部位か ら離れ た土壌が多量混 入 し

た こ とが考え られ る。

　 2 ．水稲 の 生育 との 関係。初年目の 生育は 矯正 の 適当

に行 な われた 標準区を除 い て は，酸性被害 の 様相が消去

で きな くて ，施用量の 少い 2倍，4 倍量で は 活着せず．6

倍，10倍量 で は 生育中途で 枯死 した 。 第 2年目は 2 倍量

区 を除けば，中途枯死 す る もの は な く，石灰岩 の 量 の 多

い もの が よ い 生 育を遂げた 。 第 3年 目は 夫 々 よ い 生育 を

遂げる こ とが 認 め られ た が，第 4 年 目次降 に なる と石灰

の 施用量が多 く，酸度 が 矯正 きれ た 区の 生 育 の 劣 りが 目

立 つ て くるが，この こ とは，別途 の 従来 の 試験 か ら考え

られ るの は PH の 矯正 が 7．0に 極度に 近 い もの の 生 育 が

何 れ も劣 る こ とが，本成績 に も現わ れ た の で あ ろ うこ と

が考えられ る 。 尚 ， 無処理区の もの で は ， 比較的過繁茂

の 状態 に て 生育 した 第 3年目 （1959 年） を除い て は，挿

秋後す み や か に 葉緑 よ り黒褐 色 に 変色枯死 し，植物体 の

全べ て に 硫化物の 結晶 と思われ る もの が観察 され た。第

3 年目の 成熟期の 熟 色 は サ ビ色 を 呈 して甚だ 悪 く，籾 の

稔実 も著し く不良で あ つ た。この こ とは，石灰岩粗粒子

の 投入量の 少い 2 倍，4 倍量区の 3 年目まで 同様で 熟色

は 悪か つ た 。

　石灰岩粗粒子 を施用 した 区の 根部 を 観察 した 結果 で

は ，石灰岩 の 周 辺 に 多 くの 根群が 認 め られ，また，酸化

きれ た鉄の 集積が多 く認 め られ た。

む す び

　石灰岩粗粒子 の 粒径 を極度に大 きくして ， 試験を実施

した 結果は さきに 述べ た とお りで あ るが，こ れか ら考 え

られ る こ と は 従来 の よ うに 微 粉の タ ン カ ル で な くて も，

か な り粗砕な粒子 の 石灰岩粒が 使用 で き，その 結果 も永

年 に 亘る持続効果が期待で きる し，価格的に も安価 に な

る。急 速な 酸 度矯 正 を望 む 場合以 外は か な り粗砕な石灰

岩を投入 して お く方が 好ましい と考 え られ る。特に筑豊

地帯の よ うに 汚濁水か ら土壤が徐 々 に 酸性化して ゆ く処

で は，鉱 害復旧造田の 工 事方法 と勘察 して 多量 に 深部投

入の こ と も考え られ る 。

　　　　　　　参 　　考　　丈　　献

1）花 田稔 長 尾 友春 ： 石灰肥料の 種類別効果 に 関 す る

　 研 究・第 1報 ，福農試鉱害対策資料 （正958）．
2）花 田稔，長尾 友春 ： 石 灰 肥 料 と して の 石灰岩粗粒子

　 の 肥効に 関す る 研究．第 2 報，福岡 農 試 鉱 害 対策資

　 料 （1gs9 ）．　 　 　 　 　 ．

石炭鉱汚濁水が 水稲の 生育， 収量に及 ぼ す影響 （予 報 ）

長 尾 友 春 ・ 古 賀
一

彦

　　 （福岡県立農業試験場燹鉱 害試験 地）

　最近 鉱 工業 の 発展 に 伴 い 河 lllの 水質が 汚 濁 され る こ と

が，各方面で 問題 とな つ て い る 。 農業上で は 灌漑水 の質

と し て そ の汚 濁度が 問題 と なつ て い る 。 国が水質汚濁防

止法 を制定公布 し，こ の 対策の 具体化が 急 が れ る こ と と

な り，昭和36年度か ら福岡県の 遠賀川，北海道の 石狩川

が水質汚濁 防止 水域 と して 指定 を受 け る状態となつ た 。

　石炭鉱汚濁水 で も作物 に 対 す る 特殊有害物 を 含ま な い

限度に お い て は ，農作上 或 る程度 の もの は悪影響は な い

と考 え られ て い た 。 しか し，こ れ 等 に 関 す る具 体 的 な 資

料 は ほ とん ど見当 らな い 。汚 濁水 が 農業上 どの 程度影響

して い るか，特に 水稲に 対す る被害の 基礎的資料を得 よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，i’
うと して ，、．遠 賀川 の 各水系毎 の重要堰 で 採水して ， その

水質分析 を行 い ，これ と関 連す る収穫物調査を実施した

N
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もの で あ る。こ れ に よつ て 水稲 に 対す る石炭鉱 汚濁水 の

被害様相を把握し， 水稲の 形態被害を 追求す る手が か り

を得 よ うと考 え て 検討 し た もの で あ る。よつ て 得 た 成績

の
一
部 を報告す る。．

　　　　　　　 調　　査　　概　　要

　地 点の 選 定　遠賀 川水系の 各 地 点 で 特 に 石炭鉱汚濁 水

の 流入 して い る農業上 重 要 な堰及びこ れ よ り灌漑 され る

水田を選 定 した。その 位置 は第 1 図の とお りで あ る 。

　調 査方 法　選 定堰毎の 採水 は 田 川，飯塚，直 方，遠 賀

の 鉱害復旧事務所，農林事務所鉱害課 で 担 当 し，水質分

析 は 福岡県農試鉱害研究室で 担当して，国土 調査法第三

条第 二 項に よ る総理府令第 14居の水質調査作業規程準則

に示す方 法 に よ り実施 した 。

　水稲 収穫物調査は石炭鉱湾濁水 の 流入して い る堰か ら
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